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ロジックモデルシート（平成28年度実績評価）

　

（単位　人）

C

B

盛岡国際交流協会賛
助会員数（個人）

【事業概要】

H36
3.1 3.8 5.0

189 132 139

盛岡国際交流協会賛
助会員数（団体）

アーラム大学ＳＩＣＥプロ
グラムが「アーラム大学
留学生研修事業」を実施
する

留学生が，市内中学校の
英語指導助手的な役割と
して配置になることで，市
内中学生と交流が深まり，
英語教育の充実と国際理
解教育の推進が図られる

アーラム大学ＳＩＣＥプロ
グラムが行う「アーラム
大学留学生研修事業」
に補助金を交付する

H28 H31 H36

【事業費】

【事業費】

【実施内容】

アーラム大学が行う「アーラム大学留学生研修
事業」に補助金768,000円を交付した。留学生
５名が来日し，盛岡でホームステイをしながら
市内中学校や岩手大学で授業に参加しなが
ら学校教育を学んだほか，他市を訪問し日本
文化や歴史を体感した。

【事業担当課】

【実施内容】

（単位　団体）

H28 H31 H36

【事業概要】

19 28 38

【進捗状況】

【事業担当課】

【実施内容】

【進捗状況】

【進捗状況】

【事業概要】

【事業費】

（単位　％）

H28 H31

【事業担当課】

①　（公財）盛岡国際交流協会事業費補助金

【事業概要】

【事業費】 768千円

【事業担当課】 学校教育課

【実施内容】 　アーラム大学ＳＩＣＥプラグラムが行う「アーラ
ム大学留学生研修事業」に補助金を交付す
る。

※総合計画主要事業

【対象】

【実施内容】 平成28年度盛岡－インディアナ州交流派遣団
が行う「平成28年度盛岡－インディアナ州交
流派遣事業」に補助金を交付する。

※総合計画主要事業

市民
外国籍市民

【進捗状況】 「平成28年度盛岡－インディアナ州交流派遣
団」に対し補助金1,194,000円を交付した。研
修生は市内の中学生４名，高校生1名，教師２
名の全７名。

【意図】
国籍や民族,文化など
異なる人々が互いの
違いを認め合い，共に
生きていこうとすること
により，相互理解が図
られる。

③ アーラム大学留学生研修事業費補助金

A

【進捗状況】

まちづくり評価アン
ケート調査「この一年
間に国際交流に参加
したことがある」と答え
た市民の割合

文化国際室
小施策コード 28-1 小施策名 国際交流の推進

事業名
小施策

事業概要等

【別紙】 施策コード 28 施策名 国際化の推進 小施策
主管課名

（公財）盛岡国際交流協会の活動を支援す
る。

【事業費】 5,000千円

【成果指標・実績値・目標値】

派遣事業参加者が，米国
での体験や教育，文化，社
会の諸事情の視察を通し
て，日米の相互理解や交
流を深める

国際交流事業を知り国際
交流に関心を持つ市民が
増える

市民レベルでの国際交
流活動が活発になる

協会の国際交流事業に，市
民等が参加する

（公財）盛岡国際交流協
会で企画実施する国際
交流事業が円滑に行わ
れる

国際交流に関心を持つ児童
生徒が増加する

【事業概要】 盛岡市立中学校，高校の教師２名と生徒５名
を，米国インディアナ州に派遣し，日米の相互
理解と交流を図る当該派遣事業に補助を行
う。

【事業費】 1,194千円

② 盛岡－インディアナ州交流派遣事業費補助
金

　米国アーラム大学から短期留学生を受入
れ，中学校の英語指導助手的な役割として配
属するとともに，様々な交流活動を通じて，日
米の相互理解を図るため，当該研修事業に補
助を行う。

【事業担当課】 文化国際室

【実施内容】 （公財）盛岡国際交流協会に対し事業費補助
金を交付する。

【進捗状況】 （公財）盛岡国際交流協会に対し事業費補助
金5,000千円を交付した。外国籍市民に対す
る支援講座や日本文化体験講座，食を通じた
市民交流，中学生をビクトリア市に派遣し研修
を行う姉妹都市交流事業等が実施された。

（公財）盛岡国際交流
協会に対し事業費補助
金を交付する

平成28年度盛岡－イン
ディアナ州交流派遣団
が行う「平成28年度盛
岡－インディアナ州交
流派遣事業」に補助金
を交付する

平成28年度盛岡－イン
ディアナ州交流派遣団が
「平成28年度盛岡－イン
ディアナ州交流派遣事業
を実施する

【事業概要】

【事業担当課】 学校教育課
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